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とと関わっているのであろう。
以上のように、篁の東宮学士への就任一回目は、’恒貞親王の時であった。この
人事には、嵯|蛾太上天皇の関与があったものと考えられるが、すぐに転出するこ
ととなった。同時に東宮学士を勤めることとなった春澄善縄は、淳和太上天皇の
信頼厚い人物であり、恒貞の周りは淳和色強い人材で固められていく。このこと
が、承和の変の悲劇の一因となっていくのであろう。
三二回目の東宮学士
承和元年、小野篁は史上最後となった遣唐使の副使に命ぜられた'9゜しかし、
度重なる漂流や犠牲に、篁は最終的に乗船を拒み、隠岐に流配された。篁は「西
海謡」など韻文を多数作り、国家事業としての遣唐使に異を唱えたという。嵯峨
上皇は、そのような篁に激怒したと伝えられるが、大勢に媚びない姿勢と学識は
評価されたらしい20．仁明天皇の特赦で、－年余りの流配地での生活にピリオド
をうち、入京したのは承和七（840）年六月のことである2'。そして、莞伝（５）
傍線部②に見えるように、承和九（842）年八月には、再び東宮学士として迎え
られた22°
この直前には、承和の変が起こり、廃太子された恒貞に代わって、あらたに仁
明皇子の道康親王が立太子した。小野篁は、その道康親王の東宮学士に任命され
たのである（【図】と【表2】参照｡）
嵯峨太上天皇は、この事件の直前に没しているので、今回の篁が任命された背
後には、仁明天皇の意思が想定される。先の遣唐使事件では罰せられたものの、
仁明にもその人格や学識を高く評価きれた証左になろう。立坊された東宮坊に
は、天皇が選りすぐった人材が配された（【表2】参照)。東宮傅として、先述し
た源常が留任したほかは、東宮大夫には安倍安仁23らが任命された。彼らはい
ずれも嵯峨太上天皇の人脈にあった人であり、重ねて仁明天皇の信任を得た人物
であったといえる。
その一方で、春澄善縄など淳和太上天皇の人選による恒貞の側近たちは、こ
の政変によって処分されている２４。同じ東宮学士を拝命した篁と善縄の、運命の
皮肉さを感じずにはいられない。その後、春澄善縄は、事件の翌年には文章博士
に復帰し、その後清涼殿にて『荘子」を講義したのをきっかけに、仁明天皇に信
任を得るようになる25．参議を最後に貞観十二（870）年に没した。
小野篁は、承和十二（845）年には右中弁、さらに左中弁へ転じ、蔵人頭に命
ぜられた26．当時、世間は法隆寺僧善榿の訴訟事件で騒がしく、篁もその論争に
参戦している27．承和十四（847）年正月には参議に任命された。その後、仁寿
元（851）年に文徳が即位するまで、参議に列したものの、東宮学士の任を全う
したと考えられる。晩年の病床に、文徳天皇は見舞いの使者を派遣している28。
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両者の結びつきは、皇太子時代から続いたものであろう。小野篁は仁寿二（852）
年末にその生涯を閉じた。
むすびにかえて
小野篁は、淳和皇子`恒貞の立太子時と、仁明皇子道康の立太子時の二回にわた
り、東宮学士に任じられた。恒貞の時は嵯l蛾の、道康の時には仁明の信頼を受け
て任命されたと考えられることを述べてきた．この二人の皇太子が、承和の変を
挟んで正負の人生を歩むことになったことを考えると複雑な心境ではあったろ
う。篁自身は、遣唐使船への乗船拒否や、法隆寺僧善,燈の訴訟での論客振りな
ど、誰にも媚びない気骨のある学識の持ち主として評価されていた。二度にわ
たる東宮学士への就任は、まさに当代指折りの学識と見識を買われたことを示し
ている。また､紀夏丼や菅原是善などの優秀な弟子にも恵まれていた29．莞伝(8)
に記されているように、篁自身が質素清貧を旨とし、友人に気前よく俸禄を施し
た清廉な人物であったことにもよるのであろう。
このように見てくると、『篁物語』に見える、道ならぬ悲恋を引きずる人物像が、
歴史書からうかがえる小野篁そのものであるとは考えにくいといわざるをえな
い。『篁物語』の成立事情とも大きく関わってくるが、いずれの時代の人物、あ
るいは複数の人物の要素を抽出して仮託しているであろうということは明白であ
る。むしろ、小稿で明らかになった、当代きっての学識者としての小野篁は、『江
談抄」に見える学識と文才を買われた篁の姿と重なってくる。実在の人物である
小野篁が､後世の人々にどのような人物として記憶されて、記録されていくのか、
この問題は次の課題として、ここで掴筆したい。
注
ｌ小野篁を取り上げた研究としては、『篁物語」や「小野篁集」「今昔物語」など説話に
見える篁證を題材にした、日本文学からのアプローチが多い。黒木香「史料に記され
た人間像：小野篁亮伝をめぐって」（｢古代中世国文学」二三、二○○七年）も、文学
から歴史書へアプローチしたものである。小稿は、黒木氏と同じく、莞伝からアプロー
チするので、重なる部分も少なくない。合わせて参照いただきたい。今回触れること
のできなかった承和の遣唐使については、佐伯有情「最後の遣唐使」（講談社学術新書
五二○,一九八三年）や黒木香｢小野篦の遣唐船乗船拒否」（｢活水論文集･日本文学科篇」
四二、一九九九年）など、法隆寺僧善榿訴訟事件については、佐伯有情『人物叢書
伴善男』（吉川弘文館、一九八六年）などが詳しい。
２「文徳実録」仁寿二年十二月癸未条を段落分けした。莞伝の段落わけについては、前掲
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注（１）黒木論文とは異なる。
３小野氏系図と言われるものは、「尊卑分lIiU以外に三種伝わっている。「小野氏系図（そ
の－)」（『群書類従｣)､｢小野氏系図（その二)」（｢続群書類従｣)､｢小野氏系図（その三)」
（｢続群書類従｣）である。それらによれば、小野道風は篁の甥、小野好古は孫にあたる。
４「公卿補任」弘仁十三年条および裏書。
５「文徳実録」天安元年十月丙子条の南淵氷河卒伝。
６大幸大弐として大宰府に赴任中の弘仁十四年（823）に、公営川の導入を建議している。
翌天長元（824）年には、多禰国を大隅国に編入した。また、飢饅や疫痩の際に雨露を
しのげず路傍で亡くなる人を収容する為の施設として続命院を建設している。天長五
（828)年に､大宰大弐から勘解由長官兼刑部卿に転任するが､天長七(830)年に死去した。
７嵯峨天皇が淳和天皇に譲位した天長元（824）年、巡察揮正に補され、官途についた。
翌二年揮正少忠となり、大内記、式部少丞と歴任する。度重なる弾正台への就職や、
内記としての実務経験が、後の訴訟事件における篁の基盤となることは疑いない。天
長九年に従五位下に叙され、入内する。
８「続日本後紀』天長十年二月乙酉条、丁亥条。
９桓武天皇は血統の純化と強化のために、大王欽明と同じように近親婚を積極的に行っ
た。嵯峨も淳和とは正子を鑓としており、その嫡出子は、祖父である嵯峨の庇護下に
おかれていた。正子や恒貞親王については、拙稿「平安初期の后位の変質過程をめぐっ
て」（｢国士舘人文学」六号、二○一六年）に詳述しているので、参照されたい。
１０この時の顛末は、拙稿前掲注（９）論文を参照。
１１『続日本後紀」天長十年二月丁亥三十日条と「公卿補任」天長十年条。
１２東宮職員令には学士二名と見えるが、二名同時に就任したことが確かめられるのは安
殿立太子と今回の二例だけである。笠井剛「東宮博・東宮学士の研究」（｢皇学館論
叢』三一一四、一九九八年)。東宮組織については、荒木敏夫「日本古代の皇太子」
（吉川弘文館、一九八五年)、坂上康俊「東宮機構と皇太子」（｢古代中世史論集」所
収、一九九○年)、保母崇「奈良末期から平安初期の東宮官人と皇太子」（『日本歴史」
六二五号､二○○○年)、同「律令制下における春宮坊の構造とその特質について」（｢侍
兼山論叢・史学篇」三四号、二○○○年）などを参照されたい。
１３「江談抄」によれば、嵯峨天皇と篁の親密な関係を示す逸話が多い（第一ノ三、第三ノ
四二など｡）これは両者に関係があったことを示していると考えられるが、父岑守と嵯
峨天皇のＨ１圓懇な関係が、篁に投影されたものか、検討が必要である。
１４「三代実録」貞観十二年二月十九日条にみえる春澄善縄の亮伝など。
１５春澄善縄については、「三代実録」貞観十二年二月十九日条の莞伝に詳しい。それによ
れば、伊勢国郡司出身で、父親の代に下級官人として上京。幼いころより学問に通じ
ていたが､出自のため文章生になれずにいたが､淳和天皇の目に留まり立身したという。
「恒貞親王伝」には､承和の変前に､皇太子に要請された恒貞親王が､善縄に「辞譲之表」
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を作らせて辞退しようとしたが、しきれなかったと見える。多田圭介「春澄善縄一「承
和期」の学者」（『皇學館論叢」四四一三、二○一一年)。
１６「続日本後紀」承和九年七月戊午条。承和十年二月己巳条で、文章博士に任じられてい
るので､半年足らずで呼び戻された。その後も仁明天皇に｢荘子｣｢漢書｣､文徳天皇に｢文
選」の講義をし、信任されるようになっていた。一方、東宮大夫文室秋津は左遷先の
出雲で同年三月に五十七才の生涯を閉じている。
１７「続日本後紀」承和七年八月乙丑条。同年七月七日に亡くなった藤原三守の後任である。
「同』承和九年八月uqlEl条。源常は嵯峨皇子。「文徳実録』斉衡元年六月二十三日条の
莞伝によれば、才能あるものを推挙する一方、讃妄な人を退け、物静かながら威厳あ
る風格に「宰相の器」といわれたという。
１８「続日本後紀」天長十年三月辛亥条。
１９『続日本後紀」承和元年正月己巳条。
２０莞伝（３）（４）および「続日本後紀」承和五年十二月己亥条。
２１「続日本後紀」承和七年二月辛西条、六月辛酉条。
２２「続日本後紀』承和九年八月四日条。
２３「三代実録」貞観元年四月二十三日条の覺伝には、有能な官吏として、若いときから校
書殿に侍し、諸司を歴任したことや、嵯峨太政天皇に認められて、院別当を務めたこ
となどがみえる。仁明天皇は、父嵯峨の信頼の厚かった安倍安仁を、変後の混乱期に
立太子した道康の東宮運営の要に据えたのであろう。
２４「続日本後紀」承和九年七月戊午条。恒貞側近は、地方の権官として左遷された。学士
であった春澄善縄は周防権守、善道眞貞は備後権守となっている。
２５『続日本後紀』承和十四年五月乙亥条・辛卯条。その後、藤原良房の信頼をも得ていた
ことが知られる。
２６「続日本後紀ｊ承和十三年五月癸丑条、九月壬子条。「公卿補任」承和一四年条。
２７莞伝く6〉および「続日本後紀ｊ承和十三年十一月壬子条、承和十三年九月乙丑条、承
和十四年五月辛卯条、『三代実録」貞観四年八月是月条、貞観五年五月癸亥朔条、九月
甲子条など。伴善男とは縁があったようである。伴善男については、拙稿「伴大納言
絵巻と応天門の変一記憶と記録のあいだ」（『国士舘史学ｊ十九号、二○一五年）を参
照されたい。
２８莞伝(8)。
２９「三代実録」貞観八年九月二十三日条の紀夏井伝､元慶四年八月三十日条の菅原是善伝。
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